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面の低温sTM像 (Tt6K)を観察している途中で トンネル分光 (STS)を行い､フェルミ準
位付近のトンネルスペクトル (dL/dV-V曲線)
を測定した｡sTS実験は少しアンダー ドー
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ンダードプ領域からオーバ ドー プ領域にかけて超伝導ギャップ 24,が kBTmに比例すること
である｡ 特に､La214系では､2A｡はkBTmaxにほぼ一致 (2A｡～kBT)し､Bt2212系では 2A｡は







- 42 7 -
研究会報告























? ? ? ? ? ?
? ?
















た特性温度 Tc.(≡2A ｡ /4.3kB) において､Bi2212系の TYで見られる異常と同様な異常が現れ
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図4 Bi2212およびLa214系のTc*,Tc｡,
差のホール濃度依存性｡縦軸と横軸は
それぞれ Tc｡とp｡で規格化してある.
濃度pに大きく依存する｡ しかし､Bi2212と
La214系においては､24にホール濃度pを掛けた量とTcとの比は一定
Tc～1.Spa.
となることが分かった｡ この関係式の意味するところは良く分からないが､Leeらはノード
付近の準粒子の熱励起に対する考察から上記の関係式を現象論的に予測していた ヱ0)｡その
後､彼らはsU2ゲージ揺らぎを導入して彼らの現象論に対する微視的理論付けを行ったが､
具体的な対機構までは詰め切れていない｡上記の関係式は Leeらの考えでどこまで説明で
きるかはまだ判断できないが､この実験結果は高温超伝導の発現機構を考える上で有力な
手掛かりを与えるものと思われる｡
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